
ま
ず
、
各
政
党
の
主
張
を

比
較
す
る
、
と
い
う
こ
と
か

ら
始
め
た
い
。
そ
れ
が
で
き

る
一
覧
表
を
、
実
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
れ
で
は
島
根
県
の
選
挙

公
報
を
見
て
み
よ
う
。
ス
マ

ホ
を
ご
用
意
。G

o
o
g
l
e

等
を

開
き
、
「
島
根
県

選
挙
公

報

２
０
２
２
」
で
検
索
。

「
島
根
の
選
挙
（
島
根
県
選

挙
管
理
委
員
会
）
（
ト
ッ
プ

／
島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
）
」

が
上
位
に
来
る
の
で
、
そ
れ

を
ク
リ
ッ
ク
。
「
・
候
補
者
・

名
簿
届
出
政
党
等
の
情
報

（
候
補
者
の
氏
名
・
名
簿
届

出
政
党
等
の
名
称
・
選
挙
公

報
な
ど
）
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

続
い
て
「
〇
選
挙
公
報
」
を

開
く
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
出
て
く

る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
島
根
・

鳥
取
選
挙
区
の
候
補
者
の
大

ま
か
な
主
張
は
分
か
る
、
と

い
う
わ
け
だ
。
そ
こ
か
ら
気

に
な
っ
た
政
党
に
ア
ク
セ
ス

す
る
、
と
い
う
の
を
オ
ス
ス

メ
す
る
。

こ
の
選
挙
公
報
は
、
市
長

選
な
ど
の
選
挙
で
も
掲
載
さ

れ
る
の
で
、
例
え
ば
「
浜
田

市

選
挙
公
報

２
０
２
１
」

と
検
索
す
る
と
、
昨
年
の
浜

田
市
市
長
選
挙
の
公
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
選
挙
を
す
る
場
所

選
挙

公
報

年
数
」
ま
た
は
「
選

挙
名

選
挙
公
報

年
数
」

こ
れ
で
ど
の
選
挙
も
対
応

で
き
る
の
で
、
住
民
票
が
島

根
に
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
地
元

の
選
挙
公
報
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
比
較
の
一
覧
表
が

あ
れ
ば
、
よ
り
簡
単
に
、
か

つ
よ
り
適
切
に
、
投
票
が
行

え
る
だ
ろ
う
。
（
大
・
介
）

（
参
考
Ｈ
Ｐ

島
根
県
：
令

和
４
年
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
候
補
者
・
名
簿
届
出
政
党

等
情
報

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r

e
f
.
s
h
i
m
a
n
e
.
l
g
.
j
p
/
a
d
m
i
n

/
c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
/
s
e
n
k
y
o
/
s
h
i

m
a
n
e
_
s
e
n
k
y
o
/
s
a
n
g
i
i
n
_
j
o

u
h
o
u
/
s
a
n
g
i
0
4
-
1
.
h
t
m
l
?
s
i

te
=s

p

）
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(

公
財)

明
る
い
選
挙
推
進
協
会

若
者
選
挙
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
指
定
団
体

今回は選挙に関す

る問題です！

７
月
10
日(

日)

、
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ

れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
選
挙
の
情
報
を
入
手
す
る
、
初
め

の
一
歩
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
く
。



同
市
場
は
元
々
「
し
ま
ね

お
魚
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
が
、
２
０
１

９
年
に
閉
館
。
そ
れ
を
市
が

買
い
取
っ
た
施
設
で
あ
る
。

そ
の
後
、
広
島
県
の
第
一
ビ

ル
サ
ー
ビ
ス
が
指
定
管
理
者

と
な
り
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
な
お
、

同
市
場
は
商
業
棟
と
仲
買
棟

か
ら
な
り
、
仲
買
棟
の
方
は

「
浜
田
魚
商
協
同
組
合
」
が

管
理
を
行
う
。

は
じ
め
に
、
同
組
合
事
務

局
長
の
石
井
信
孝
さ
ん(

74)
よ
り
お
話
を
伺
っ
た
。
同
市

場
の
仲
買
棟
に
は
現
在
、
小

売
業
中
心
の
９
店
舗
、
浜
田

で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
県
外

へ
送
る
「
鮮
魚
送
り
」
の
店

が
３
店
舗
あ
る
。

ま
ず
、
同
氏
に
来
客
の
多

い
時
期
や
客
層
に
つ
い
て
伺

う
と
「
木
、
金
曜
日
は
地
元

の
飲
食
店
で
の
提
供
の
た
め

に
魚
を
買
い
に
来
る
人
が
多

い
。
ま
た
、
週
末
は
広
島
方

面
か
ら
の
観
光
客
や
、
商
業

棟
２
階
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で

ラ
ン
チ
を
食
べ
に
来
る
家
族

連
れ
が
多
い
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
。次

に
、
浜
田
で
水
産
業
を

行
う
上
で
の
や
り
が
い
や
苦

労
に
つ
い
て
「
浜
田
に
は
水

産
高
校
も
あ
り
、
志
の
あ
る

若
者
も
多
い
。
し
か
し
、
船

員
の
な
り
手
が
少
な
い
と
い

う
問
題
も
あ
る
。
そ
の
た
め

海
外
か
ら
研
修
生
を
招
い
て

い
る
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
で

入
国
出
来
な
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
今
後
の
目
標
に
つ

い
て
「
平
成
初
期
に
は
、
浜

田
漁
港
の
水
揚
金
額
は
百
億

円
を
超
し
て
い
た
が
、
近
年

は
30
億
円
台
ま
で
減
少
し
て

い
る
。
水
揚
げ
の
減
少
を
何

と
か
し
て
改
善
し
た
い
」
と

語
っ
た
。
最
後
に
大
学
生
へ

向
け
て
「
浜
田
の
魚
を
食
べ

て
、
皆
さ
ん
の
地
元
に
そ
の

魅
力
を
広
め
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

（
山
）

つ
づ
い
て
、
同
市
場
２
号

館
に
あ
る
「
中
山
鮮
魚
店
」

の
中
山
和
俊
さ
ん(

48)

に
お

話
を
伺
っ
た
。

ま
ず
、
こ
の
時
期
お
す
す

め
の
魚
種
に
つ
い
て
伺
う
と

「
梅
雨
の
時
期

は
イ
サ
キ
が
旬

で
、
脂
が
の
っ

て
い
て
お
い
し

い
。
７
月
に
な

る
と
高
級
魚
の

キ
ジ
ハ
タ
が
お

す
す
め
」
と
語
っ

た
。同

店
は
飲
食

店
や
ホ
テ
ル
な

ど
の
事
業
者
を

メ
イ
ン
に
鮮
魚

送
り
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
、

発
送
先
か
ら
調

理
の
手
間
を
省

く
た
め
に
、
一
次
処
理
や
切

り
身
な
ど
に
し
て
納
品
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

出
来
る
だ
け
対
応
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
と
い
う
。

次
に
、
今
後
の
目
標
を
伺

う
と
「
浜
田
の
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
を
衰
退
さ
せ
た

く
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

も
っ
と
浜
田
の
魚
の
魅
力
を

宣
伝
し
て
販
路
拡
大
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
店
は
創
業
75

年
、
自
分
で
３
代
目
と
な
る
。

祖
父
母
の
代
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
か
ら
に
は
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

で
語
っ
た
。
最
後
に
大
学
生

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

「
浜
田
市
民
に
身
近
な
水
産

業
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
魚
屋
が

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
か
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

～
・
～
・
～
・
～
・
～

今
回
の
取
材
で
は
、
浜
田

の
水
産
業
や
水
産
物
販
売
に

つ
い
て
、
一
面
に
収
ま
り
き

ら
な
い
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

は
ま
だ
お
魚
市
場
の
皆
様
、

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

後)
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６
月
９
日(

木)

、
浜
田
市
原
井
町
に
あ
る
「
は
ま
だ
お
魚

市
場(

山
陰
浜
田
漁
港
公
設
市
場)

」
に
取
材
に
伺
っ
た
。

浜田の水産事情を語る石井さん(左)

商
品
の
製
造
過
程
を
説
明
す
る

中
山
さ
ん(

左)



５
月
21
日
、
岸
田
首
相
は

文
化
庁
の
移
転
先
と
な
る
京

都
府
を
訪
れ
た
。
首
相
は
そ

の
際
、
来
年
３
月
27
日
か
ら

移
転
先
に
お
け
る
文
化
庁
の

業
務
を
開
始
す
る
と
明
言
し
、

東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
今
回
は
同
件

に
関
連
し
、
東
京
の
官
公
庁

や
政
府
機
関
を
他
の
地
域
へ

移
転
さ
せ
る
「
首
都
機
能
移

転
」
の
是
非
に
つ
い
て
議
論

を
行
っ
た
。

ま
ず
肯
定
派
か
ら
は
「
東

京
が
首
都
直
下
型
地
震
な
ど

大
規
模
災
害
で
機
能
不
全
に

な
る
事
態
に
備
え
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
施
設
を
他
の
地
域
に

設
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
の

意
見
が
挙
が
っ
た
。
対
し
て

否
定
派
か
ら
は
、
移
転
先
で

も
災
害
発
生
の
可
能
性
は
同

様
に
あ
る
こ
と
や
「
た
だ
で

さ
え
難
し
い
官
庁
間
の
連
携

が
、
地
理
的
に
離
れ
る
こ
と

に
よ
り
さ
ら
に
難
し
く
な
る
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

移
転
先
に
選
ば
れ
た
地
域
と

そ
う
で
な
い
地
域
の
不
公
平

や
、
利
権
と
相
ま
っ
て
不
正

な
誘
致
合
戦
が
起
こ
る
可
能

性
な
ど
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

ま
た
財
務
大
臣
の
観
点
か

ら
の
意
見
と
し
て
、
莫
大
な

移
転
費
用
が
懸
念
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
一
方
、
東
京
に

あ
る
既
存
の
施
設
に
つ
い
て

も
維
持
や
建
て
替
え
に
は
相

当
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
環
境
大

臣
の
観
点
か
ら
の
意
見
と
し

て
、
自
然
豊
か
な
地
域
へ
の

移
転
に
よ
り
、
環
境
問
題
の

意
識
向
上
や
国
際
的
ア
ピ
ー

ル
が
で
き
る
と
の
意
見
が
出

た
。
一
方
で
、
省
庁
レ
ベ
ル

の
大
規
模
な
移
転
と
な
る
と
、

そ
の
分
環
境
に
配
慮
し
た
立

地
選
び
や
建
築
方
法
を
行
う

必
要
性
が
あ
る
な
ど
、
環
境

保
護
の
面
で
ハ
ー
ド
ル
が
上

が
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

議
論
の
結
果
、
首
都
機
能

移
転
に
対
し
て
は
否
定
的
な

方
向
で
ま
と
ま
っ
た
。
し
か

し
移
転
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
災
害
リ
ス
ク
の
検
討
や
、

省
庁
内
外
の
連
携
の
た
め
の

オ
ン
ラ
イ
ン
設
備
の
強
化
と

い
っ
た
事
業
に
関
し
て
は
、

引
き
続
き
行
う
こ
と
で
合
意

し
た
。

（
後
）

第３面 2022年６月30日(木)発行 しまね県大政経塾報 第29号

3

発行:しまね県大政経塾
〒６９７－００１６
島根県浜田市野原町２４３３－２
島根県立大学浜田キャンパス
文化系クラブハウス２階２０８号室

メールアドレス：
kendai-pdc@u-shimane.ac.jp

編集責任者：後藤丈太

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
内
メ
ー

ル
で
当
報
の
定
期
配
信
を
し
て
い

ま
す
。
配
信
を
ご
希
望
の
方
は
、

左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

６
月
22
日(

水)

、
政
経
塾
シ
ャ
ド
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
行
わ

れ
た
。
当
塾
生
か
ら
な
る
模
擬
内
閣
の
大
臣
た
ち
が
、
時
事
問

題
を
議
論
す
る
同
企
画
。
今
回
は
総
務
大
臣
と
国
土
交
通
大
臣

が
共
同
で
発
表
し
た
。

〇
お
ま
け
の
あ
て
も
の
答
え

①
Ｂ

②
Ｃ

③
Ａ

選挙フォーラムに参加

５月31日(火)、後藤記者が明るい選挙推進協会主催の

「明るい選挙参院選全国フォーラム」にオンラインで出

席した。フォーラムでは、選挙に関する対談やパネルディ

スカッションが行われた。

パネルディスカッションには、選挙啓発に取り組む大

学生などが登壇し、それぞれの活動や選挙に関する考え

を述べた。コロナ禍で活動が制限される中でも、できる

ことを考え積極的に行動していると伺い、自分も頑張ら

ねばと奮起させられた。選挙の重要性について改めて考

えることができた有意義な時間となった。 (後)


